
地区別構想
（5小学校区）

第4編
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1． 地区別構想とは

（1）地区別構想の趣旨と位置づけ

　平成18年（2006年）3月に百石町と下田町が合併した以降、当町のまちづくりをどのように進

めていくかという方向性を示すものとして平成20年（2008年）3月に「おいらせ町自治基本条例」

が制定されました。これは「地域のことは地域が主体となって考え、行動する」という自治の原点に

立ち、町民・議会・行政がともに手をとり合って今後の課題に取り組んでいくという意思表示です。

　しかし、行政主導で施策を決めるという旧来型の行政運営から住民が「自分のまち」について考

え、まちづくりに主体的に関わる手法への移行は容易ではありません。

　そのため、第2次おいらせ町総合計画では、自治基本条例で目指すまちづくりの姿を具現化する

一つの方策として、地区住民それぞれが自分たちの住む地区のことを見つめ直し、これからどのよ

うにしていきたいかを考え、行動に移すきっかけとするため、地域の課題や目指す姿を掲げた地区

別構想を策定し、総合計画に位置付けました。

　地区別構想は、第2次総合計画に連なる計画として位置づけ、計画期間を以下のように定めます。

おいらせ町自治基本条例

第2次おいらせ町総合計画

基本構想

連
　
携

計画期間（2019年度～2028年度）

10年間のまちづくりの方向性

現状と課題・5年間の主要施策

3年間の事業計画

現状と課題・おおむね5年間の方向性

基本計画

実施計画

地区別構想
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（2）地区別構想の役割

　地区別構想は町内の5つの小学校区毎に策定しているが、特徴や課題は各地区で異なります。各

地区の特徴を活かし、異なる課題に対応していくために、何を優先して課題解決していくべきか

を、住民自らが考え、行動に移していくための指針としての役割を有します。

　地区別構想の策定は町にとって初めての取り組みです。この地区別構想を基に、住民一人ひとり

が「自分のまち」について考え、小さな気づきから取り組みを実行に移し、積み重ねていくことが、

「協働のまち　おいらせ町」への大きな一歩とするために策定するものです。

　今回の地区別構想では、事業をいつ、どのように、誰がやるのか、目標はどうするのかといった具

体的なところまで記載できていませんが、今後の地区ごとの活動を方向付ける資料として活用さ

れ、行動計画としての役割を果たすことを目指すとともに期待しています。

（3）地区別構想の策定経緯

　地区別構想は、中学校区毎の3会場で各3回にわたる住民懇談会によって検討・協議し、策定しま

した。

【実施方法】

●小学校区毎の5人程度のグループに分かれて意見交換を行いました。

●1回あたりの会議時間を2時間とし、①概要説明、②意見交換、③発表（共有）の流れで行いました。

●小学校区毎に住民から出た意見を「①主な課題」と「②地域の課題を解決するための取り組み（自

　助・共助）」として主な内容をまとめました。なお、行政にしてほしい部分（公助）については、全体

　計画への反映を検討しました。

時　期 回　次 内　　　容

平成30年
1月23～25日

テーマ：自分の地域について考えよう
　　　  地域の魅力と課題を洗い出そう

平成31年
2月4日～6日

5月15～17日

7月11～13日

11月12～15日

第２次総合計画前期基本計画について意見交換

テーマ：地域の魅力と課題をまとめて
　　　　　　　　　　　方向性を考えよう
　　　  「わたし」、「地域」、「行政」の
　　　　　　　　　　　すべきこと、目指すこと

テーマ：地域づくりの方向性をまとめよう

基本構想・地区別構想について意見交換

第1回　住民懇談会

第2回　住民懇談会

第3回　住民懇談会

第4回　住民懇談会

第5回　住民懇談会
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地区別住民懇談会の様子

みなくる館（百石小・甲洋小学校区）

中央公民館（下田小・木内々小学校区）

北公民館（木ノ下小学校区）
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（4）地区別構想の策定単位

　地区別構想は、各種活動をするにあたり、必要な組織や人数が適度に揃う範囲であり、日頃から

の関わりやつながりを考慮し、5つの小学校区ごとに策定しています。

No. 小学校区 行　　政　　区

1 苗振谷地、向坂、一丁目、二丁目、三丁目、四丁目、五丁目、六丁目、八幡
町、中央町、上新町、大工町、新町、七軒町、下前田、藤ヶ森、川口、明神
下、横道、日ヶ久保、洋光台、のぞみ団地、根岸、黒坂、肴町、堀切川

深沢、一川目、二川目

5

2

3

4

木ノ下、鶉久保、向山、豊原、豊栄、苫米地、住吉町、若葉、青葉、緑ヶ丘

本村、鍋久保、洗平、新敷、阿光坊、錦ヶ丘

三本木、三田、木内々、間木、染屋、木崎、秋堂、中野平、曙、有楽町

百石小学校区

甲洋小学校区

下田小学校区

木内々小学校区

木ノ下小学校区

1

百石小学校区

4

木内々小学校区
3

下田小学校区

5

木ノ下小学校区

2

甲洋小学校区
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2． 地区別構想

（1）百石小学校区

① 地域の概況
　町の南東に位置する百石小学校区は、八戸市と隣接し、奥入瀬川、明神川の河口を有しており、河

口付近に百石漁港、その北部に百石工業団地があります。河口から西に進むと、古くからの住宅と

農用地が混在した地域があります。

　国道45号沿いには古くから商店街が形成されており、毎年9月中旬においらせ百石まつりが開

催されています。地区の南側には国民健康保険おいらせ病院、分庁舎や金融機関、百年以上の歴史

を持つ酒造工場があり、地区の北側にはいちょう公園とそこに接するように洋光台団地が整備さ

れています。地区内には「百石えんぶり」、「日ヶ久保の虎舞」、「大権現」などの郷土芸能があり、それ

らを伝えていく取り組みも続けられています。

　2011年の東日本大震災では、河口近くの集落や工業団地が津波に襲われ、家屋や車、船が流さ

れるなどの被害が出ましたが、現在はほぼ復興を果たしています。

　百石小学校区の人口は6,722人から6,469人と2010年（平成22年）から2015年（平成27年）

の5年間で253人減少しました。今後もこの傾向が続くと、2030年（平成42年）には人口が5,452

人（15年間で1,017人、1年間で約68人の減）にまで減少することが予測されます。また、少子高齢

化も進んでおり、2015年（平成27年）に27.5％の高齢化率が2030年（平成42年）には、36.8％に

なる見通しです。

◆人口推移及び推計と高齢化率

年
2010年

13.5%

64.1%

22.4%

11.5%

61.0%

27.5%

9.7%

53.5%

36.8%

-381

-1,393

+504

-3.8%

-10.6%

+14.4%

2015年 2030年
増減数

（2010⇒2030）
増減率

（2010⇒2030）年齢3区分

年少人口（～14）

生産年齢人口（15～64）

老年人口（65～）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6000

7,000

8,000

2010年

909

1,504

4,309
3,945

2,916

5,452

6,4696,722

1,780 2,008

744 528

2015年 2030年

年少人口 生産 老年 総数
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② 地域の主な公共的施設（百石小）
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③ 地域住民の意向（百石小）

町民意識調査（N=205）

Ｑ．おいらせ町には、長く住み続け
　  られる魅力があると思いますか。

小学生まちづくりアンケート（N=41）

Ｑ．大人になってもおいらせ町にずっと
　  住んでいたいと思いますか。

◆アンケート調査

そう思う
25.4

ずっと住んでいたい
73.2

どちらか
といえば
そう思う
46.3

住んで
いたくない
24.4

どちらか
といえば
そう思わない
13.2

そう思わない
8.3

わからない
6.8

無回答
1.2

無回答
2.4

根岸の大いちょう おいらせ病院

百石工業団地 自由の女神・いちょう公園

百石えんぶり

73.7%が魅力があると回答！
【町全体：68.9%】

73.2%が住み続けたいと回答！
【町平均：65.3%】
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《百石小学校区》

「住まいの環境」の満足度 まちづくりの課題

　町の各環境について、どの程度満足しているのかを把握するため、町民意識調査を実施し、41項

目ごとに「満足」、「やや満足」、「普通」、「やや不満」、「不満」の5段階で評価してもらいました。満足度

が低い3項目は、「雇用対策］、「鉄道交通の利便性」、「バス交通の利便性」でした。 

2.155

2.192

2.484

2.490

2.629

2.719

2.794

2.798

2.820

2.856

2.901

2.902

2.924

2.938

2.973

2.979

2.984

2.995

2.995

3.058

3.071

3.088

3.099

3.102

3.120

3.126

3.144

3.160

3.229

3.251

3.286

3.413

3.419

3.421

3.448

3.449

3.508

3.523

3.589

3.604

3.609

0 1 2 3 4

バス交通の利便性

鉄道交通の利便性

雇用対策

休日・夜間診療

病院や診療所の立地・診療科目

観光振興

道路環境の安全性

工業振興（企業誘致含む）

商業振興

夜道の安全や防犯体制

スポーツ・レクリエーション活動や施設

水産業振興

障がい者の社会参加

インターネット環境

農業振興

住民参画に関する取り組み

文化・芸術活動や施設

災害対策（地震・津波など）

小中学校の教育環境

高齢者福祉サービス

町内会活動

地域のつきあい

道路網の利便性

防災体制

広報・広聴に関する取り組み

公園や遊び場

雨水排水

子育て支援サービス

水辺環境

地域のお祭りやイベント

図書館や公民館等社会教育活動や施設

健康診査などの保健活動

住宅の密度

空気のきれいさ

水道のおいしさ、安全性

消防・救急体制

下水などの環境衛生

ごみ処理体制

買物の利便性

緑の豊かさ・うるおい

静けさ

（単位：評価点）

町全体 百石小学校区

3.8%

2.4%

2.4%

4.2%

4.2%

4.2%

5.2%

5.2%

5.7%

7.1%

7.5%

9.4%

9.4%

9.9%

11.3%

11.8%

11.8%

12.7%

16.0%

17.9%

19.8%

21.2%

22.2%

38.2%

45.8%

63.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

その他

男女共同参画の推進

都市・国際交流の推進

駅周辺の町街地整備

省資源・省エネルギー対策の推進

インターチェンジ周辺整備

文化・芸術の振興

自然環境の保全対策の推進

ごみの減量化の推進

コミュニティ活動の推進

行財政改革の推進

町民と行政の協働による行政運営の推進

交通安全対策の推進

農業・水産業の振興

公園緑地の整備

観光の振興

生涯学習の推進

スポーツ・レクリエーションの振興

商工業の振興

防犯体制の推進

河川・水路の整備

障がい者福祉の推進

学校教育の充実

消防・防災体制の充実・強化

商店街の整備

道路・公共交通の整備

子育て支援対策の充実

高齢者福祉の推進

医療体制の充実

9.9%

町全体 百石小学校区

22.2%

2.8%
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④ 地域の課題と地域の方向性（百石小）
　地区別懇談会のワークショップで話し合った意見をもとに、百石小学校区の①主な課題と②地

域の課題を解決するための自助・共助の取り組みを４つのテーマで整理・集約しました。

◆ ①主な課題

主な課題

（1）暮らし

（2）安全・安心

（3）つながり

（4）その他

・公共施設等が不足している

・公共交通が不便

・道路の整備と管理が不十分

・各種産業の振興

・防災に対する普段の備えと自主防災組織の維持

・子どもの減少

・高齢者の増加

・地域の担い手が不足

・地域の交流が薄れている

・祭りの継続が難しくなってきている

・町情報の周知不足

・独身者が多い

・未利用地の増加

・実効性のある健康づくりの取り組

  みが必要（健診受診率が低い）

・住みよい町だがこれが一番という

  売りがない

◆ ②地域の課題を解決するための取り組み（自助・共助）

主な取り組み

（1）暮らし

（2）安全・安心

（3）つながり

（4）その他

・公共施設は増やさない

・施設の集約や共同利用を検討

・公共交通の積極的利用

・町民バスに限らない新しい制度、

  仕組みを調査

・避難を皆で呼びかける ・防災訓練に参加する

・地域活動・交流の活性化

・Ｕターン環境の醸成

・すべての無駄遣いをやめる

  （例：町内会経費）

・若い人をはじめ地域活動への参加

  者が増えるよう個人声かけ作戦

・若い人たちが集まれるような趣味、

  サークルをつくる

・町内会で助け合う

・東公民館でダンスパーティーを開

  催、定期的なパーティーでふれ合

  いの場をつくる

・町内会合同での祭り参加を協議

・町内会合同での敬老会、盆踊り、

  花見、防犯活動、運動会などの開

  催を検討

・おいらせ愛をはぐくむ

・公園等の魅力を伝える手段を提供

・乗り合いを進める

・健康づくりの推進

・いきいきサロンや敬老会を利用し

  た啓発活動（広域開催も検討）

・地域づくり協議会の設置を検討

・明日、幸せに暮らすことを意識

  する
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年
2010年

11.1%

61.5%

27.4%

10.2%

57.6%

32.2%

6.7%

51.7%

41.6%

-229

-914

+32

-4.4%

-9.8%

+14.2%

2015年 2030年
増減数

（2010⇒2030）
増減率

（2010⇒2030）年齢3区分

年少人口（～14）

生産年齢人口（15～64）

老年人口（65～）

（2）甲洋小学校区

① 地域の概況
　町の北東に位置する甲洋小学校区は、北は三沢市と隣接し、県道19号と国道338号が海岸部を

南北に走り、隣接市とのアクセスが良好な地域です。

　この地域はローム質火山灰土が大部分を占める農業生産性の高い地域であり、野菜栽培を中心

とした農業が多く行われています。また、漁業も盛んで、主に北寄貝、鮭、ヒラメなどが獲れます。

　2011年の東日本大震災時には海岸部を津波が襲い、人的被害はありませんでしたが、家屋や家

畜が流されるなど大きな被害が出ました。

　当地区には大きな公共施設はありませんが、漁業協同組合や農業協同組合などの施設や郵便局

などがあり、地域住民に利用されています。

　当地区は、土地利用規制により容易に開発できないこともあり人口が急激に減少しており、今後

も減少することが予測され、地域を支えるコミュニティ運営への支障が懸念されます。町では人口

定住策を推進し、人口減少対策の取り組みを実施しています。

　甲洋小学校区の人口は3,467人から3,204人と、2010年（平成22年）から2015年（平成27年）

の5年間で263人減少しました。今後もこの傾向が続くと、2030年（平成42年）には2,356人（15

年間で848人、1年間で約57人の減）にまで減少することが予測されます。また、少子高齢化も進ん

でおり、2030年（平成42年）の高齢化率は41.6％になる見通しです。

◆人口推移及び推計と高齢化率

2010年 2015年 2030年

年少人口 生産 老年 総数

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

2,356

1,219

980

157

3,204

1,844

1,032

328

3,467

2,133

948

386
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② 地域の主な公共的施設（甲洋小）
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③ 地域住民の意向（甲洋小）

町民意識調査（N=93）

Ｑ．おいらせ町には、長く住み続け
　  られる魅力があると思いますか。

小学生まちづくりアンケート（N=18）

Ｑ．大人になってもおいらせ町にずっと
　  住んでいたいと思いますか。

◆アンケート調査

そう思う
32.3

ずっと
住んで
いたい
38.9

どちらか
といえば
そう思う
26.9

住んで
いたくない
61.1

どちらか
といえば
そう思わない
16.1

そう思わない
9.7

わからない
14.0

無回答
0.0

無回答
0.0

海浜公園

一川目海岸のサーファー 地引網体験

園児による大根掘り

61.9％が魅力があると回答！
【町全体：68.9%】

38.9％が住み続けたいと回答
【町平均：65.3%】
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《甲洋小学校区》

「住まいの環境」の満足度 まちづくりの課題

　各環境について、どの程度満足しているのかを把握するため、町民意識調査を実施し、41項目ご

とに「満足」、「やや満足」、「普通」、「やや不満」、「不満」の5段階で評価してもらいました。満足度が低

い3項目は、「休日・夜間診療」、「鉄道交通の利便性」、「バス交通の利便性」でした。

町全体 甲洋小学校区

2.093

2.238

2.565

2.651

2.675

2.678

2.716

2.732

2.747

2.795

2.816

2.841

2.851

2.867

2.929

2.940

2.951

2.952

2.988

2.988

3.047

3.047

3.048

3.074

3.093

3.133

3.159

3.202

3.205

3.205

3.216

3.227

3.261

3.282

3.322

3.375

3.402

3.420

3.483

3.506

3.616

0 1 2 3 4

バス交通の利便性

鉄道交通の利便性

休日・夜間診療

公園や遊び場

雇用対策

病院や診療所の立地・診療科目

道路環境の安全性

工業振興（企業誘致含む）

買物の利便性

インターネット環境

道路網の利便性

観光振興

夜道の安全や防犯体制

商業振興

障がい者の社会参加

高齢者福祉サービス

水産業振興

スポーツ・レクリエーション活動や施設

農業振興

住民参画に関する取り組み

地域のつきあい

町内会活動

文化・芸術活動や施設

広報・広聴に関する取り組み

地域のお祭りやイベント

子育て支援サービス

小中学校の教育環境

図書館や公民館等社会教育活動や施設

雨水排水

下水などの環境衛生

災害対策（地震・津波など）

消防・救急体制

ごみ処理体制

防災体制

健康診査などの保健活動

水辺環境

水道のおいしさ、安全性

空気のきれいさ

住宅の密度

静けさ

緑の豊かさ・うるおい

（単位：評価点）

町全体 甲洋小学校区

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

その他

インターチェンジ周辺整備

男女共同参画の推進

駅周辺の町街地整備

文化・芸術の振興

都市・国際交流の推進

行財政改革の推進

コミュニティ活動の推進

ごみの減量化の推進

自然環境の保全対策の推進

省資源・省エネルギー対策の推進

交通安全対策の推進

町民と行政の協働による行政運営の推進

生涯学習の推進

公園緑地の整備

商工業の振興

消防・防災体制の充実・強化

観光の振興

河川・水路の整備

スポーツ・レクリエーションの振興

防犯体制の推進

障がい者福祉の推進

学校教育の充実

農業・水産業の振興

商店街の整備

道路・公共交通の整備

子育て支援対策の充実

高齢者福祉の推進

医療体制の充実

5.3%

0.0%

1.1%

2.1%

3.2%

4.3%

4.3%

5.3%

6.4%

7.4%

7.4%

8.5%

8.5%

9.6%

10.6%

10.6%

11.7%

11.7%

12.8%

13.8%

14.9%

16.0%

17.0%

19.1%

24.5%

28.7%

38.3%

43.6%

57.4%
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④ 地域の課題と地域の方向性（甲洋小）
　地区別懇談会のワークショップで話し合った意見をもとに、甲洋小学校区の①主な課題と②地

域の課題を解決するための自助・共助の取り組みを４つのテーマで整理・集約しました。

◆ ①主な課題

主な課題

（1）暮らし

（2）安全・安心

（3）つながり

（4）その他

・生活環境の悪化（土埃、砂浜のごみ、堆肥の臭い、田畑の荒廃等）

・生活機能の縮小（病院、診療科目が少ない、地元の商店の減少等）

・不便な交通体系

・空き家の増加

・働く場所が少ない

・交通安全への不安（歩道が少ない、幹線道路の交通量の多さ等）

・人口減少などにより地域の交流が薄れている

・地域のリーダーがいなくなっている

―

◆ ②地域の課題を解決するための取り組み（自助・共助）

主な取り組み

（1）暮らし

（2）安全・安心

（3）つながり

（4）その他

・積極的な公共交通の利用（のりあい、バスにみんなで乗る、運行管理を

  住民（運転手）と業者（管理）で行うことを検討）

・町内でのゴミ拾い

・歩道の枝払いや除雪の対応を検討（町内会や消防団での枝払いを継続）

・地域交流の推進（交流の場をつくることを考える、老人向けスマホ教室

  （連絡手段）やお化粧教室（若返り講座）の開催を検討する、若いおじい

  ちゃんおばあちゃんに講師をお願いする）

―
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